
（単位：千円）
科　　　　目 現行予算額 補正額 補正後予算額

Ⅰ収入の部
1 事業収入 (6,333,395) (273,670) (6,607,065)
資金管理料金収入 4,780,947 0 4,780,947

1,552,448 273,670 1,826,118

輸出取戻し手数料収入 0 0 0
2 借入金収入 (4,000,000) (0) (4,000,000)
長期借入金収入 4,000,000 0 4,000,000

3 雑収入 (0) (5) (5)
受取利息 0 5 5
その他 0 0 0
当期収入合計（A） 10,333,395 273,675 10,607,070
前期繰越収支差額 △51,032 0 △51,032
収入合計(B) 10,282,363 273,675 10,556,038

Ⅱ支出の部
1 事業費 (8,473,982) (238,514) (8,712,496)
新車購入時預託関連費 613,198 △112,133 501,065
継続検査時等預託関連費 4,145,054 △89,820 4,055,234
引取時預託関連費 654,515 △38,338 616,177
輸出取戻し事業費 0 0 0
システム関連費 130,830 △35,075 95,755
サポート業務運営委託費 1,000,860 401,822 1,402,682
理解普及活動費 1,675,590 127,010 1,802,600
資金運用管理費 21,000 △19,300 1,700
その他の事業費 232,935 4,348 237,283

2 管理費 (78,378) (4,650) (83,028)
会議費 500 0 500
旅費交通費 2,400 2,400 4,800
通信運搬費 4,900 △3,700 1,200
消耗品費 1,500 600 2,100
印刷製本費 500 0 500
新聞図書費 300 0 300
光熱水料費 470 830 1,300
リース料 300 0 300
賃借料 19,400 △1,400 18,000
事務所清掃料 600 0 600
修繕費 1,500 1,500
保険料 5,000 5,000
諸謝金 25,378 0 25,378
租税公課 1,000 0 1,000
支払手数料 630 △180 450
支払利息 19,800 0 19,800
業務研修費 700 △400 300

3 固定資産取得支出 (-) (-)
固定資産取得支出 - -

4 借入金返済支出 (-) (-)
長期借入金返済支出 - -

5 特定預金支出 (419) (281) (700)
退職給与引当預金支出 419 281 700

6 予備費 (105,000) (△6,500) (98,500)
予備費 105,000 △6,500 98,500
当期支出合計(C) 8,657,779 236,945 8,894,724
当期収支差額(A)-(C) 1,675,616 36,730 1,712,346
次期繰越収支差額(B)-(C) 1,624,584 36,730 1,661,314
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（注１）長期借入金収入

　　平成１７年１月１日の本格施行に向けた、再資源化預託金等の収受のための基盤整備、自動車所有者
　　等に対する理解普及活動等のため、長期借入を実施。
　　　借入金額　 ：４，０００，０００千円
　　　借入日　　  ：第１回は平成１６年４月。その後、必要に応じて本年度中に随時。
　　　返済予定日：平成１８年３月末まで。
　　来年１月以降から収受することとなる資金管理料金を充当することにより来年度から返済する予定。

（注３）自動車リサイクルシステム関連ソフトウェアの長期割賦購入契約による債務負担額のうち資金管理
　　センター負担額
　　　　    平成１７年度　 91,072千円
　　　　    平成１８年度　 91,072千円
　　　　    平成１９年度　 91,072千円
　　　　    平成２０年度　 91,072千円
　　　　　    合計　　　　 364,288千円

　　資金の範囲に含めることとしているため収支予算書に計上されない短期借入金限度額　：400,000千円
　　使途　：資金管理料金収入と事業費支出の時期的なずれをうめるための運転資金

（注２）短期借入金限度額


